




 

Feta1 distress の治療対策の問題に対して,今年度は Brazelton 新生児行動診

断法の臨床的有用性の検討,及び胎内発育障害児の周生期管理に関する基礎的

研究,の 2つの側面からアプローチを試みた。以下に,それらの研究の概略を報

告する。 


